
平成22年度  中小・ベンチャー企業向け知的財産セミナーのご案内

場所：

定員：70名

バイオベンチャー企業向け知財セミナー

　大手製薬企業とのアライアンスに向けた
「知財」と「事業化」２つの戦略

バイオベンチャー企業向け知財セミナー

　大手製薬企業とのアライアンスに向けた
「知財」と「事業化」２つの戦略

プログラム

お申込
お問合せ先

　◯◯◯◯◯◯◯◯◯

13：30～

00：00～

受付開始

17：00 終了 ※プログラムの内容は予告なく変更になる場合もございます。予めご了承ください。

14：00～ セミナー

※プログラムの内容は予告なく変更になる場合もございます。予めご了承ください。

知的財産個別相談会 運営：（株）知財マネジメント支援機構（IPMAX）

（※詳細は裏面をご覧下さい）

（◯◯◯◯◯◯◯◯）

参加無料 定員になり次第締切ります。
事前申込制

セミナープログラム

講師紹介

会場案内図

お申込・お問合せ先

参加申込書 平成22年　　月　　日

平 成
22年8月30日（月）14：00～17：00（受付13：30～）

E-mail

貴社名

電話番号 FAX番号

氏名

フリガナ

部署・役職名

氏名

フリガナ

氏名

フリガナ

中谷  智子 （なかたに  ともこ）氏
長谷川国際特許事務所・弁理士
◎経歴
　1997 年　東京工業大学生命理工学部生物工学科 卒業
　同年　　　三共株式会社 第二生物研究所所属 サイトシグナル研究所勤務
　1999 年　同社特許部（現 知的財産部）に異動
　2000 年　弁理士登録（登録Ｎｏ.１２０２９）
　2002 年　清水橋本国際特許事務所 入所
　2003 年　ベンチャーキャピタル 入社
　2005 年　長谷川国際特許事務所 設立
◎著書等
　「医薬品業界における特許期間の重要性」　ビジネス法務 2003.12
　「大学発ベンチャーマニュアル 第 5 章 大学発ベンチャーの知的財産戦略とアライアンス」
　平成 15 年度文部科学省 大学知的財産本部整備事業 ２１世紀産学官連携手法の構
　築に係るモデルプログラム
　「抗体医薬品における特許」　ファルマシア , Vol.45, No.7:pp.689-692(2009)
◎専門家登録
　横浜・神奈川バイオビジネス・ネットワーク バイオアドバイザー

蒲池信一  （かまち  しんいち）氏
株式会社 BCGジャパン取締役／シニア・コンサルタント　薬学博士
◎経歴
　1977 年 九州大学大学院薬学研究科博士課程修了
　1977 年 中外製薬（株）入社、綜合研究所所属
　1983 年 自治医科大学・研究生
　1994 年 技術本部・試験研究センター長
　1999 年 ㈱バイオセンサー研究所・取締役
　2000 年 University of California, Berkeley, University Extension 終了
　2001 年 CMC企画推進部副部長
　2004 年 中外製薬㈱退社
　2005 年 バイオ医薬品開発コンサルタント開始
　2008 年 ㈱ BCGジャパン設立、取締役シニアコンサルタント
◎投稿論文
　蒲池信一，櫻林郁之介，河合忠：腫瘍マーカーとしての前立腺特異抗原
　γ-Seminoprotein（γ-Ｓｍ）に関する基礎的検討ならびに基準値の設定，
　臨床病理，32, 781(1984)．他 33報
◎学会活動
　日本薬学会評議員（1997 年 4月～2003 年 3月）
　日本薬学会関東支部幹事（1997 年 4月～2003 年 3月）

（港区虎ノ門２－９－１４）
発明会館  7 階  研修室 今後のセミナー開催予定などは

こちらのモバイルサイトへ！

講師：中谷  智子 氏  
②「知財を戦略的に構築・利用するためのヒント」

長谷川国際特許事務所・弁理士

・バイオ製品開発の具体例（費用・内容・期間） ・大手製薬会社の動向
・ライセンス・アウトの提案方法   ・製品開発企画書の策定

講師：蒲池  信一 氏  

①「バイオベンチャーの成功要件」　

株式会社BCGジャパン  取締役／シニア・コンサルタント
薬学博士

　創薬シーズの高度化・広範化に伴い、製薬企業は大学やバイオベンチャーのシー
ズを積極的に取り入れるオープンイノベーション戦略にシフトしつつあります。
バイオベンチャーのビジネスモデルにおいても大手製薬企業とのアライアンスは
必須となっており、製薬企業から適正な評価を受けるための知財戦略の必要性が
ますます高くなっています。
　本セミナーでは、総じて知財戦略の面が弱いといわれる国内バイオベンチャー
が、大手製薬企業とのアライアンスを行う際の具体的な知財戦略と事業展開のポ
イントについて、事例に基づき解説していただきます。
　参加費は無料です。ぜひご参加下さい。

社団法人発明協会  地方振興グループ地方連携チーム
TEL：03-3502-5448　FAX：03-3504-1480　E-mail：E.APPLY@jiii.or.jp

ホームページ（http://www.jiii.or.jp/semina/index.html）の申込フォームより
ご登録いただくか、下記の申込書に必要事項をご記入の上、ＦＡＸかE-Mail にてお申込みください。

開催日時：8月30日（月）14：00～17：00　会場：発明会館　7階　研修室

地方振興グループ地方連携チーム行

FAX ：03ー 3504ー 1480　e-mail：E.APPLY@jiii.or.jp
平成22年度中小・ベンチャー企業向け知的財産セミナー

【大手製薬企業とのアライアンスに向けた「知財」と「事業化」２つの戦略

※ご記入いただいた個人情報は、主催者において今回のセミナ－にかかる事務処理、今後のセミナー等のご案内
　（DM、メールマガジン等）以外には利用いたしません。また、承諾なく第三者に提供することはありません。

〔お願い事項〕　◆E-mail でのお申込みの際は上記必要事項をメールの本文にご記入頂いても結構です。
　　　　　　　◆事前申込制による、先着順とさせていただいております。キャンセルの場合には、お早めにご連絡ください。
　　　　　　　　（連絡先：社団法人 発明協会 地方振興グループ 地方連携チーム　TEL：03-3502-5448）。
　　　　　　　◆申込受託のご連絡はいたしませんので、直接会場にお越しください（定員を超えた場合はご連絡いたします）。
　　　　　　　◆公共交通機関をご利用の上お越しください。主  催：広域関東圏知的財産戦略本部（関東経済産業局）・特許庁

実施機関：社団法人発明協会

弁理士会館

発明会館 7階
（社）発明協会 研修ルーム

東京メトロ銀座線
虎ノ門駅より徒歩３分
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バイオベンチャー企業向け知財セミナー

　大手製薬企業とのアライアンスに向けた
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00：00～
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14：00～ セミナー

※プログラムの内容は予告なく変更になる場合もございます。予めご了承ください。

・最近の話題
・最小限の特許で革新的・機動的な事業を行う知財戦略
・知財を活かすマネジメント
・バイオ特許実務　～　クレームドラフティング

知的財産個別相談会 運営：（株）知財マネジメント支援機構（IPMAX）
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セミナープログラム

講師紹介

中谷  智子 （なかたに  ともこ）氏
長谷川国際特許事務所・弁理士

蒲池信一  （かまち  しんいち）氏
株式会社 BCGジャパン取締役／シニア・コンサルタント　薬学博士

講師：中谷  智子 氏  

会場案内図
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平 成
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E-mail

貴社名

電話番号 FAX番号

氏名

フリガナ

部署・役職名

氏名

フリガナ

氏名

フリガナ

①「事例から考える中小バイオベンチャー企業のための知財戦略」

◉経歴 
 　1997 年 東京工業大学生命理工学部生物工学科  卒業 
 　同年 三共株式会社  第二生物研究所所属  サイトシグナル研究所勤務 
 　1999 年 同社特許部（現  知的財産部）に異動 
 　2000 年 弁理士登録（登録Ｎｏ.１２０２９） 
 　2002 年 清水橋本国際特許事務所  入所 
 　2003 年 ベンチャーキャピタル  入社 
 　2005 年 長谷川国際特許事務所  設立 
◉著書等 
　「医薬品業界における特許期間の重要性」　ビジネス法務 2003.12
　「大学発ベンチャーマニュアル  第 5章  大学発ベンチャーの知的財産戦略とアライアンス」
　平成 15 年度文部科学省  大学知的財産本部整備事業 ２１世紀産学官連携手法　
　の構築に係るモデルプログラム  
◉委員等 
 　平成 18年度中小企業知的財産戦略支援事業統括委員会委員 
◉専門家登録 
 　横浜・神奈川バイオビジネス・ネットワーク  バイオアドバイザー
平成 19年度  発明協会  技術経営アドバイザー

昭和 52年 3月 九州大学大学院薬学研究科博士課程修了
昭和 52年 4月 中外製薬（株）入社、綜合研究所所属
昭和 55年 3月 薬学博士学位取得
昭和 58年 12月 自治医科大学・研究生
昭和 60年 12月 応用研究所・検査薬機器センター・主任研究員
昭和 63年 3月 応用研究所・検査薬機器センター兼（株）バイオセンサー研究所
昭和 63年 12月 応用研究所・検査薬機器センター・センター長代理
平成 4年 12月 技術本部・試験研究センター主席研究員
平成 6年 10月 技術本部・試験研究センター長
平成 7年 1月 開発研究本部薬物動態研究所主席研究員
平成 8年 6月 育成研究センター主席研究員
平成 11年 7月 （株）バイオセンサー研究所・取締役
平成 11年 10月 製薬技術研究所主席研究員兼（株）バイオセンサー研究所
平成 12年 11月 University of California, Berkeley, University Extension 終了
平成 13年 4月 CMC企画推進部副部長
平成 16年 9月 中外製薬（株）退社
平成 17年 4月 医薬品開発コンサルタント
平成 20年 4月 （株）BCGジャパン設立　取締役シニアコンサルタント
（現在に至る）

（港区虎ノ門２－９－１４）
発明会館  7 階  研修室 今後のセミナー開催予定などは

こちらのモバイルサイトへ！

長谷川国際特許事務所・弁理士

・バイオ製品開発の具体例（費用・内容・期間）
・大手製薬会社の動向
・ライセンス・アウトの提案方法
・製品開発企画書の策定

講師：蒲池  信一 氏  ②「バイオベンチャーの成功要件」　
株式会社 BCGジャパン
取締役／シニア・コンサルタント　
薬学博士

　創薬シーズの高度化・広範化に伴い、製薬企業は大学やバイオベンチャーのシー
ズを積極的に取り入れるオープンイノベーション戦略にシフトしつつあります。
バイオベンチャーのビジネスモデルにおいても大手製薬企業とのアライアンスは
必須となっており、製薬企業から適正な評価を受けるための知財戦略の必要性が
ますます高くなっています。
　本セミナーでは、総じて知財戦略の面が弱いといわれる国内バイオベンチャー
が、大手製薬企業とのアライアンスを行う際の具体的な知財戦略と事業展開のポ
イントについて、事例に基づき解説していただきます。
　参加費は無料です。ぜひご参加下さい。

社団法人発明協会  地方振興グループ地方連携チーム
TEL：03-3502-5448　FAX：03-3504-1480　E-mail：E.APPLY@jiii.or.jp

ホームページ（http://www.jiii.or.jp/semina/index.html）の申込フォームより
ご登録いただくか、下記の申込書に必要事項をご記入の上、ＦＡＸかE-Mail にてお申込みください。

開催日時：8月30日（月）14：00～17：00　会場：発明会館　7階　研修室

地方振興グループ地方連携チーム行

FAX ：03ー 3504ー 1480　e-mail：E.APPLY@jiii.or.jp
平成22年度中小・ベンチャー企業向け知的財産セミナー

【大手製薬企業とのアライアンスに向けた「知財」と「事業化」２つの戦略

※ご記入いただいた個人情報は、主催者において今回のセミナ－にかかる事務処理、今後のセミナー等のご案内
　（DM、メールマガジン等）以外には利用いたしません。また、承諾なく第三者に提供することはありません。

〔お願い事項〕　◆E-mail でのお申込みの際は上記必要事項をメールの本文にご記入頂いても結構です。
　　　　　　　◆事前申込制による、先着順とさせていただいております。キャンセルの場合には、お早めにご連絡ください。
　　　　　　　　（連絡先：社団法人 発明協会 地方振興グループ 地方連携チーム　TEL：03-3502-5448）。
　　　　　　　◆申込受託のご連絡はいたしませんので、直接会場にお越しください（定員を超えた場合はご連絡いたします）。
　　　　　　　◆公共交通機関をご利用の上お越しください。主  催：広域関東圏知的財産戦略本部（関東経済産業局）・特許庁

実施機関：社団法人発明協会

弁理士会館

発明会館 7階
（社）発明協会 研修ルーム

東京メトロ銀座線
虎ノ門駅より徒歩３分
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